






















































































































































































































率(reproductive success rate of pollen
deposited on stigma :略してRSR-P)という
新しい概念を接起した｡同様の観点から従来の
結実率をみれば､被受粉雌蕊の庭球(腫嚢)の

























































































































































































13 : 05-13 :45　酵母菌の重金属耐性とそれに関与するメタロチオネイン遺伝子の発現制御:
愛媛大学･理･教授　村山　徹郎
13 : 45-14 : 25　生物環境応答としてのTrans-Kingdom-Mating
一真核生物酵母と原核生物大腸菌との接合の分子機構を中心として- :
広島大学･理･教授　吉田　和夫






16 : 40-17 : 00　　総合討論
10月3日(土)
9 : 00-9 ･･ 40　　ヒゲカビPhycoTnyCeSの接合と核の行動
東北大学･遺生研･教授　大瀧　保























































16 :00-16 : 40　　植物のモジュール構造と生長コスト
杉山　修一　(北海道大学農学部)
16 : 40-17 : 30　　自由討論
11月20日(金)
9 : 00-9 : 40　　イネにおける節間伸長と花芽形成の可塑性
森島　啓子　(国立遺伝学研究所)
9 : 40-10 : 10　　イネの根の形質発現と生態型分化
佐藤　雅志　(東北大学逮生研)
10 : 10-10 : 40　　休憩
10 : 40-ll : 20　浮稲の水浸溝条件への節間伸長による適応と植物ホルモンの役割
菅　　洋　(東北大学遺生研)




14 : 10-14 : 50　Superoxide Dismutase(SOD)遺伝子の構造と発現
坂本　敦･田中国介
(京都府立大学農学部)
14 : 50-15 : 10　　休憩






























O IGEは､ Institute of Genetic Ecologyの略称
です｡
-10-
